
   留学便り （2021 年２月１日付） 

 

2020 年 11 月より、Moffitt Cancer Center（米国フロリダ州タンパ市）に留学させて頂いております緩和

医療学講座の高橋秀徳です。このような素晴らしい機会を与えてくださいました有賀悦子教授にあらた

めて心より御礼申し上げます。渡米３ヶ月、Covid下のため色々と制限はありますが、充実した研究生活

をスタートすることができております。 

 

ここ Moffitt 研究所は、南フロリダ大学の敷地内にある、

NCI(National Cancer Institute)認定がんセンターの一つで、

特に腫瘍免疫研究が盛んです（写真）。まだ全容を把

握してきれておりませんが、多数いるスタッフのほぼ全員

が何らかの腫瘍免疫分野を専門としていて、毎週メール

で送られてくるリサーチニュースでは一流論文が頻繁に

研究所から出ていること、今は全て Zoom 経由ですが頻繁に開催されている講演やミーティングの全て

に腫瘍免疫に関するテーマが必ず絡んでいて驚きます。がん専門病院が隣接しており、病院臨床医

が研究所の P I（Principal Investigator）を兼任するラボも複数あるためトランスレーショナルリサーチが多数

走っていて、Covid 下においても病院―ラボ間の交流が活発に行われていることが伺われます。他にも、

P Iを目指して頑張っているポスドクのための将来設計や研究生活サポートに特化した部門も存在し、い

かに大きな研究費を取るかといった視点の勉強会からアメリカの税金の話などを定期的に開催、世

界各国から研究者が集まり易い環境を整えようとするエネルギーを感じます（当然ながら全部英語な

ので、最初から英語が普通にできたらスタートアップは本当に楽なんじゃなかろうか、と推察致します）。

確かに出身国の多様性も富んでいて、周りでこれまでに私が認識できた国はチリ、イラン、フランス、ス

ペイン、ドイツ、イタリア、インド、台湾、韓国、中国などなど。日本人は少数派ですが研究所内に４人、

臨床医が 2人います。 

 

生活面について。ここ Tampa はフロリダ半島の北西側沿岸部に位置する人口 270 万の全米 19 番

目の大都市圏ですが、空間・土地の使い方がどこも広くて、少なくとも私の狭い移動範囲（車必須で

す！）では歩行者をまず見かけません。この 3 ヶ月間での私の外出機会は、研究所との往復以外は

自炊用の買い出しくらいなので、直接会って話すのは研究所のラボメンバーとスーパーの店員さんとリ

ス（やたらと多い！）くらいです。日本と同様にマスク着用はどこも必須で、お店の入り口でもたいていチ

ェックがあり、皆ちゃんと着けていて、店内もやたら広いので、日本の感覚だとガラガラでソーシャルディ

スタンスは日本より保ち易いと思われます。気候は、渡米直後の 11 月には早速ハリケーンを経験しま

したが、ほぼ毎日が快晴です。クリスマス前後はこの 20年間で最も冷え込んだらしいですが、この３ヶ月

を通じて平均 20℃前半と暖かく、コートはまだ一度も来ていません（すでに私の花粉症が始まりまし

た。。。）。 



 

 

この気候に恵まれた地の利から、Tampaはプロスポーツのメッカとして有名で、今年は全米最大のスポ

ーツイベント「Super Bowl」（アメフトの全米トップ決戦）の開催地、かつスーパーボウル史上初めて開催

地を拠点とするチームが出場を決めた！ということでメディアでは大変な盛り上がりを見せています。ま

た、Covid 対応のため観客数を 20％程度に制限しての開催予定ですが、Covid 診療に携わっている医

療関係者を多数招待する取り組み（ワクチン 2回接種完了していることが条件）が話題になっています

（チケットの通常価格はあまりに高額で、普通はとても買えませんので）。野球では、筒香選手の活躍

見られるかなー（Tampa Bay Rays）。 

 

最後に Covid19 ワクチンについて。この研究所では 12 月中旬からワクチン接種が始まりました。当初

の優先順位で、私達ポスドクは最終組の「５グループ目」とのアナウンスだったのですが、理由は分かり

ませんが年明けに接種可との連絡が入り、私もワクチン 1 回目を先日受けました（無料）。ちなみに、こ

ちらの予防接種ワクチンは、たいてい皮膚にブスッと垂直に刺します（筋肉注射が普通です）。副作用

は人によって様々ですが、私はほとんど何も感じませんでした。2回目は反応がより強くなる傾向があるよ

うです。接種記録として、カードが渡されます。接種後は、スマー

トフォンを介しての体調チェック（”V-safe”と呼ばれる）のメールが

定期的に入るようになります（写真）。これまでのところ病院・研究

所のメンバーは私が知る限り全員接種していて、ここでは順調に

ワクチン接種が進んでいるようです。 

 

 


